
平成22年度 福島高専シラバス

分野 形態

2 後期 必修 2 (60) 一般 A

週

漢文「臥薪嘗胆」 書き下し文と現代語訳
ストーリーの展開を把握して
おく

評論「ミロのヴィーナス」 ミロのヴィーナスの魅力 語句等を調べておく

評論「風景はどのように立
ち現れるか」

「見分けの風景」と「言分けの風景」 語句等を調べておく

漢文「臥薪嘗胆」 故事成語の成り立ちについて 本文を通読しておく

評論「日本の四季」 生活の中の四季 段落ごとの内容を整理しておく

評論「風景はどのように立
ち現れるか」

人の在り方と風景の現れ方 本文を通読しておく

後期中間試験

評論「日本の四季」 日本人の感性 語句等を調べておく

古文『奥の細道』「旅立
ち」

松尾芭蕉について 本文を通読しておく

古文『奥の細道』「平泉」
「立石寺」

俳諧紀行文の特徴 本文を通読しておく

変身にいたる過程と李徴の心境
ストーリーの展開を把握して
おく

小説「山月記」 詩人としての李徴 段落ごとの内容を整理しておく

和歌『古今和歌集』『新古
今和歌集』

和歌に見られる表現技法 和歌を音読しておく

関連科目 「日本語２」、「日本語特論Ⅰ」

教科書 『国語総合』『現代文１』大修館書店、『常用漢字の級別学習コンプリート』京都書房

参考書 国語辞典・古語辞典・漢和辞典（各自で用意すること）

授業計画
事前学習授業項目 理解すべき内容

評価方法
定期試験の成績を70％、小テスト・課題の成績等を20％、平素の授業への取り組みを
10％として評価する。
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試験について

小説「山月記」

履修上の注意 授業だけでなく、普段からなるべく多くの文章に触れるよう心がけること。
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中間試験および期末試験を実施する。

到達目標

①筆者の主張を正確に把握し、それに対する自らの意見を明確な日本語で表現すること
ができる。
②文章の読解や作成を通して、論理的な思考力を身に付ける。
③日本語に関するさまざまな知識（漢字・語彙・文法等）を身に付ける。

後
期
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目標基準
との対応

福島高専の教育目標との対応：(F-1). (F-2).
卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力との対応：6).

授業の概要と方針 
①「評論文や小説、古典作品の読解」、②「自らの意見を文章にしてまとめる」、
③「漢字・語彙等の学習」を通じて、日本語の運用能力を高めることを目的とする。

対象学年等

学科・専攻･学年 授業期間･区分･単位数･時間数 学修単位科目

一般科目コミ

科目名 (Eng) 日本語2(Japanese 2)

担当教員 高野　克宏

李徴の性格 語句等を調べておく

小説「山月記」

評論「ミロのヴィーナス」 欠落の美について 段落ごとの内容を整理しておく


